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株主各位

（証券コード 6785）

2023年９月12日

　　　　　　　　（電子提供措置の開始日2023年９月６日）

株 主 各 位
長野県須坂市大字小河原2150番地１

株 式 会 社 鈴 木
代表取締役社長 鈴 木 教 義

【当社ウェブサイト】

https://www.suzukinet.co.jp/

【株主総会資料 掲載ウェブサイト】

https://d.sokai.jp/6785/teiji/

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第54期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第54期定時株主総会を下記により開催いたしますので､ 
ご通知申しあげます。

　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提
供措置事項）について電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各
ウェブサイトに掲載しておりますので、いずれかのウェブサイトにアクセスのう
え、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

（上記ウェブサイトにアクセスいただき、メニューより「ＩＲ情報」「株式関連
情報」「株主総会」を順に選択いただき、ご確認ください。）

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「鈴
木」又は「コード」に当社証券コード「6785」を入力・検索し、「基本情報」
「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通
知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）

　なお、当日ご出席されない場合は、書面（郵送）によって議決権を行使するこ
とができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、本招集ご通
知とあわせてお送りする議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただ
き、2023年９月27日（水曜日）午後５時15分までに到着するようご返送ください
ますようお願い申しあげます。

敬　具

－ 1 －



2023/09/04 9:02:37 / 23002278_株式会社鈴木_招集通知_電子提供措置用

株主各位

１．日 時 2023年９月28日（木曜日）午前10時
２．場 所 長野県須坂市大字須坂1295番地１

須坂市シルキーホール　３階　第１ホール
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １. 第54期（2022年７月１日から2023年６月30日まで）

　　事業報告、連結計算書類ならびに会計監査人および監査等
委員会の連結計算書類監査結果報告の件

２. 第54期（2022年７月１日から2023年６月30日まで）
　　計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案
第３号議案
第４号議案

取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件
監査等委員である取締役３名選任の件
補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

￥

記

４．招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）

　議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示が

　あったものとしてお取り扱いいたします。

以　上
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◎当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださ

いますようお願い申しあげます。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウェブサ

イトにおいて、その旨、修正前および修正後の事項を掲載いたします。

◎会社法改正により、電子提供措置事項について上記の各ウェブサイトにアクセ

スのうえ、ご確認いただくことを原則とし、基準日までに書面交付請求をいた

だいた株主様に限り、書面でお送りすることとなりましたが、本株主総会にお

いては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載し

た書面をお送りいたします。

なお、電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令および当社

定款第13条の規定に基づき、お送りする書面には記載しておりません。

①事業報告の「業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状

況の概要」

②連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」

③計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」

したがいまして、当該書面に記載している事業報告、連結計算書類および計

算書類は、会計監査人が会計監査報告を、監査等委員会が監査報告を作成す

るに際して監査をした対象書類の一部であります。

【株主様へのお願い】
・株主総会にご出席の株主様へのお土産の配布は取り止めさせていただきます。
何卒ご理解くださいますようお願い申しあげます。

・株主総会への出席に際しましては、株主総会開催日時点での新型コロナウイル
スの流行状況やご自身の体調をご確認うえ、感染防止にご配慮くださいますよ
うお願い申しあげます。また、当社から一律にマスクの着用をお願いすること
はいたしませんので、株主様のご来場にあたりましては、ご自身でマスクの着
脱をご判断くださいますようお願いいたします。議決権の行使は、書面でも可
能ですので、積極的なご活用をお願い申しあげます。
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当事業年度の事業の状況、直前３事業年度の財産および損益の状況、重要な親会社および子会社の状況、対処すべき課題、主要な事業内容、主要な営業所及び工場、使用人の状況、主要な借入先、その他企業集団の現況に関する重要な事項

(2022年７月１日から
2023年６月30日まで)

事　 業　 報　 告

１. 企業集団の現況

(1) 当事業年度の事業の状況

①　事業の経過および成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に

対する行動制限の緩和により経済活動の正常化は進みましたが、世界経

済の減速により輸出、生産は伸び悩みました。また半導体不足や部材の

需給逼迫の長期化、またロシア・ウクライナ情勢による資源供給や価格

上昇の懸念は解消されず、先行き不透明な状況は続いております。

海外におきましては、中国経済は、ゼロコロナ政策は解除されたもの

の、サービス消費以外の需要は伸び悩み、景気回復ペースは鈍化してい

ます。米国経済は、雇用・所得環境や堅調な企業収益、またコロナ禍か

らのリバウンド消費が下支えとなりましたが、高インフレや政策金利の

引き上げ、金融環境の引き締まりが景気を下押ししています。欧州経済

は、エネルギー価格の急騰と電力需要の逼迫により企業収益が低下し、

高インフレが個人消費の重石となり景気低迷は長期化しています。

当社グループにおいては、部品セグメントの主力であるスマートフォ

ン関連部品は全体的に力強さを欠いたものの５月以降は需要が上向きま

した。また産機向け部品や自動車電装部品の受注は年明け以降大幅な調

整局面となりましたが、自動車電装部品は５月以降回復基調へ転じまし

た。機械器具セグメントの自動機器は、仕入部材の逼迫に改善の兆しが

見えず生産計画に対し遅れが生じました。

その結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高263億７千４百万円

（前期比1.1％増）、営業利益は31億５千１百万円（同6.5％増）、経常

利益は32億３千６百万円（同4.0％減）、親会社株主に帰属する当期純

利益は19億５千６百万円（同6.3％減）となりました。

なお、当連結会計年度の期首より、売上原価から控除しておりました

有償受給取引における受給品に含まれる標準スクラップ価額を売上高に

含めて表示する方法に変更しております。前期の売上高については、こ

の表示方法の変更を反映させた組替え後の数値で比較を行っております。
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事業別の状況は次のとおりであります。

(a) 金型

　電子機器向け、自動車電装向け金型を主軸として販売してまいりま

した。電子機器向け、自動車電装向け共に売上高は前期を上回ったも

のの、受注が一定期間に集中したことにより安定した生産効率を維持

できず減益となりました。

　その結果、売上高は15億９千１百万円（前期比3.6％増）、セグメ

ント利益は２億８千万円（同11.5％減）となりました。

(b) 部品

　電子機器向け部品、自動車電装向け部品を主軸として販売してまい

りました。電子部品の主力であるスマートフォン関連部品は全体的に

力強さを欠いたものの５月以降は需要が上向きました。また第２四半

期連結会計期間まで好調だった産機向け部品や半導体関連部品は年明

け以降大幅な調整となり減速しました。自動車電装部品も同様に年明

け以降需要が減速しましたが、５月以降は回復基調へ転じました。

　その結果、売上高は190億３千１百万円（前期比1.9％増）、セグメ

ント利益は33億５千４百万円（同12.3％増）となりました。

(c) 機械器具

　各種自動機器、医療器具を主軸として販売してまいりました。医療

器具は堅調に推移しましたが、自動機器は、仕入部材の逼迫に改善の

兆しが見えず生産計画に対し遅れが生じました。

　その結果、売上高は57億４千３百万円（前期比2.0％減）、セグメ

ント利益は５億４千４百万円（同10.8％減）となりました。

(d) 賃貸

賃貸事業、売電事業を行っております。一部の賃貸契約が終了した

ことで売上高は前期を下回りましたが、新規の賃貸契約が12月より開

始されたことで利益は前期を上回りました。

その結果、売上高は７百万円（前期比4.3％減）、セグメント利益

は６千９百万円（同20.9％増）となりました。

上記のセグメント利益については、セグメント間取引消去前の金額

で記載しております。
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区分

第 53 期 第 54 期
当連結会計年度

前連結会計
年度比増減

売上高 構成比 売上高 構成比 売上高

千円 ％ 千円 ％ 千円

金 型 1,536,612 5.9 1,591,829 6.0 55,217

部 品 18,681,511 71.6 19,031,959 72.1 350,447

機 械 器 具 5,859,827 22.4 5,743,294 21.8 △116,532

賃 貸 7,562 0.1 7,239 0.1 △323

合 計 26,085,514 100.0 26,374,322 100.0 288,808

　事業別売上高の推移

②　設備投資の状況

当社グループでは、部品事業の生産設備増設のほか、技術革新への対

処や価格競争力を強化するための省力化装置、合理化装置、精密加工設

備、および自動機器事業の新工場建設費用など、当連結会計年度におい

て33億円の設備投資を実施しました。金型事業においては、生産能力増

強、精度向上のための金型パーツ加工用機械の増設、更新を中心に１億

円の設備投資を実施しました。部品事業においては、車載部品増産のた

めの工場改修工事、生産設備増設、および生産能力増強のためのプレス

機と成型機の増設と更新、さらに合理化のための周辺機器設備の増設な

ど20億６千８百万円の設備投資を実施しました。機械器具事業において

は、新工場移設に関わる備品、除雪車など４千２百万円の設備投資を実

施しました。また、自動機器事業用の新工場建設費用として10億１千４

百万円の設備投資を実施しました。なお、上記以外に全社資産およびセ

グメント間取引消去があります。

③　資金調達の状況

設備投資の所要資金は、銀行借入および自己資金をもって充当しました。

④　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況

該当事項はありません。

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況

該当事項はありません。
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⑥　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承

    継の状況

該当事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況

インドネシア共和国の当社連結子会社であったPT.GLOBAL TEKNINDO

BERKATAMAは、同じく当社連結子会社であるPT.SUGINDO INTERNATIONAL

（以下、PT.SGI)を存続会社とする吸収合併により消滅いたしました。

その結果、PT.SGIの当社議決権比率は99.99％となりました。

区　　分
第 51 期

(2020年６月期)
第 52 期

(2021年６月期)
第 53 期

(2022年６月期)

第 54 期
(当連結会計年度)
(2023年６月期)

売 上 高 (千円) 28,126,973 32,708,577 26,085,514 26,374,322

経 常 利 益 (千円) 1,473,382 3,379,876 3,371,211 3,236,534

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

(千円) 1,236,895 2,051,062 2,087,794 1,956,736

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

(円) 85.98 142.49 145.26 136.22

総 資 産 (千円) 24,787,707 28,808,701 32,262,209 34,428,566

純 資 産 (千円) 17,491,553 19,664,909 21,714,864 23,552,026

１株当たり純資産額 (円) 1,190.32 1,334.07 1,473.96 1,598.35

　(2) 直前３事業年度の財産および損益の状況

　　① 企業集団の財産および損益の状況

（注）１．　１株当たり当期純利益は自己株式を控除した期中平均発行済株式数により、１株当

たり純資産額は自己株式を控除した期末発行済株式総数により算出しております。

２．　前連結会計年度より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年

３月31日）等を適用しており、前連結会計年度および当連結会計年度の財産および損

益の状況については、当該会計基準等を適用した後の数値を記載しています。

３．　前連結会計年度において、「売上原価」から控除していた有償受給取引における受

給品に含まれる標準スクラップ価額について、銅材価格の高騰により金額的な重要性

が増したことから、有償受給取引に係る加工代相当額をより適切に連結計算書類に表

示するため、当連結会計年度より「売上高」に含めて表示する方法に変更しておりま

す。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結計算書類の組替を

行っております。

－ 7 －



2023/09/04 9:02:37 / 23002278_株式会社鈴木_招集通知_電子提供措置用

当事業年度の事業の状況、直前３事業年度の財産および損益の状況、重要な親会社および子会社の状況、対処すべき課題、主要な事業内容、主要な営業所及び工場、使用人の状況、主要な借入先、その他企業集団の現況に関する重要な事項

区　　分
第 51 期

(2020年６月期)
第 52 期

(2021年６月期)
第 53 期

(2022年６月期)

第 54 期
(当事業年度)
(2023年６月期)

売 上 高 (千円) 17,570,200 17,982,618 14,967,902 14,568,147

経 常 利 益 (千円) 1,409,383 2,449,243 2,264,038 2,173,809

当 期 純 利 益 (千円) 1,466,220 1,585,000 1,637,415 1,604,817

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

(円) 101.92 110.11 113.92 111.72

総 資 産 (千円) 21,572,851 22,746,652 26,139,476 27,559,103

純 資 産 (千円) 17,048,966 18,645,920 20,120,664 21,559,342

１株当たり純資産額 (円) 1,185.15 1,294.87 1,400.01 1,503.94

　　② 当社の財産および損益の状況

（注）１．　１株当たり当期純利益は自己株式を控除した期中平均発行済株式数により、１株当

たり純資産額は自己株式を控除した期末発行済株式総数により算出しております。

　　　２．　前事業年度より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月

31日）等を適用しており、前事業年度および当事業年度の財産および損益の状況につ

いては、当該会計基準等を適用した後の数値を記載しています。

　　　３．　前事業年度において、「売上原価」から控除していた有償受給取引における受給品

に含まれる標準スクラップ価額について、銅材価格の高騰により金額的な重要性が増

したことから、有償受給取引に係る加工代相当額をより適切に計算書類に表示するた

め、当事業年度より「売上高」に含めて表示する方法に変更しております。この表示

方法の変更を反映させるため、前事業年度の計算書類の組替を行っております。

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

Ｓ＆Ｓコンポーネンツ株式会社
千円

80,000
51％ コネクタ端子製造･販売

Ｓ＆Ｓアドバンストテクノロジーズ
株 式 会 社

千円
80,000

51％
ワイヤーハーネス用生産設
備の開発、設計、製造・販売

エ ス メ デ ィ カ ル 株 式 会 社
千円

80,000
100％ 医療用機器組立・製造・販売

鈴木東新電子(中山)有限公司
千米ドル

8,050
80％ コネクタ端子製造･販売

鈴木東新電子(香港)有限公司
千香港ドル

1,200
80％ コネクタ端子販売

PT.SUGINDO INTERNATIONAL
千ＩＤルピア

136,912,624
99.99％ 自動車部品、電子部品製造・販売

(3) 重要な親会社および子会社の状況

① 親会社の状況

　該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況

－ 8 －
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当事業年度の事業の状況、直前３事業年度の財産および損益の状況、重要な親会社および子会社の状況、対処すべき課題、主要な事業内容、主要な営業所及び工場、使用人の状況、主要な借入先、その他企業集団の現況に関する重要な事項

（注）１．　当事業年度末日において特定完全子会社はありません。

２．　PT.GLOBAL TEKNINDO BERKATAMAについては、2022年８月30日付けでPT.SUGINDO

INTERNATIONALと合併したため、重要な子会社から除外いたしました。

(4) 対処すべき課題

世界経済は、コロナ禍からの経済活動の正常化が進む一方で、世界的金融

引き締めや急激なインフレ、ロシア・ウクライナ問題の長期化などにより、

経済成長が鈍化する懸念が高まり先行き不透明感は続いています。

電子部品業界におきましては、自動車のEV化や自動運転技術の高度化、工

場の自動化に伴う高性能なFA機器や産業用ロボットの需要増大などが、電子

部品需要の牽引役として期待されています。またIoT、高速移動通信、

AI（人工知能）などの潮流が、あらゆる産業分野での技術革新を促進させ、

新たな用途を生み出しています。

当社グループはこれまで培った精密金型技術や独自の部品生産技術、合理

化設備など、総合力により利益追求に注力してまいります。また今後の成長

領域と考える自動車部品事業への戦略的投資を継続し、安定した収益の確保

と着実に成長できる経営体質へ強化してまいります。

事 業 内 容 主 要 製 品

金 型 精密プレス金型、精密モールド金型

部 品 コネクタコンタクト、コネクタハウジング、自動車電装部品

機 械 器 具 車載関連装置、半導体関連装置、専用機、医療器具

賃 貸 賃貸事業、売電事業

(5) 主要な事業内容（2023年６月30日現在）

　当社グループは主として電気機器業界、情報・通信機器業界、自動車業界

への精密プレス金型、各種コネクタ用部品、半導体関連装置等の製造、販売

および医療機器業界への医療器具の組立等を主たる業務としております。

(6) 主要な営業所および工場（2023年６月30日現在）

① 当社の主要な営業所および工場

本社 長野県須坂市大字小河原2150番地１

工場 金型製造部 （精密プレス金型等） 長野県須坂市

部品製造部 （コネクタ用部品等） 長野県須坂市

生産システム製造部（半導体関連装置等） 長野県須坂市

－ 9 －
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当事業年度の事業の状況、直前３事業年度の財産および損益の状況、重要な親会社および子会社の状況、対処すべき課題、主要な事業内容、主要な営業所及び工場、使用人の状況、主要な借入先、その他企業集団の現況に関する重要な事項

② 主要な子会社の営業所

Ｓ＆Ｓコンポーネンツ株式会社 長野県須坂市

Ｓ＆Ｓアドバンストテクノロジーズ株式会社 長野県須坂市

エスメディカル株式会社 長野県須坂市

鈴木東新電子(中山)有限公司 中国中山市

鈴木東新電子(香港)有限公司 中国香港

PT.SUGINDO INTERNATIONAL インドネシア共和国西ジャワ州

区 分 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

金 型 114名 －73名

部 品 589名 ＋45名

機 械 器 具 301名 ＋10名

全 社 ( 共 通 ) 69名 ＋5名

合 計 1,073名 －13名

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

495名 ＋４名 40.68歳 17.71年

(7) 使用人の状況（2023年６月30日現在）

① 企業集団の使用人の状況

（注）使用人数は当連結会計年度末日の就業員数（派遣出向者を除き、受入出向者を含

む）を記載しております。

② 当社の使用人の状況

（注）使用人数は当連結会計年度末日の就業員数（派遣出向者を除き、受入出向者を含

む）を記載しております。

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 八 十 二 銀 行 1,690,820千円

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 726,600

(8) 主要な借入先の状況（2023年６月30日現在）

（注）企業集団の主要な借入先として、当社の借入先の状況を記載しております。

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

特記すべき重要な事項はありません。

－ 10 －
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株式の状況、新株予約権等の状況

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 ク リ ン ゲ ル 2,272千株 15.85％

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行
（ 信 託 口 ）

1,674 11.68

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
( 信 託 口 ）

1,435 10.01

鈴 木 従 業 員 持 株 会 559 3.90

鈴 木 教 義 370 2.58

株 式 会 社 八 十 二 銀 行 310 2.16

髙 野 忠 和 196 1.37

DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 163 1.14

小 　 島 　 ま ゆ み 160 1.12

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 160 1.12

鈴 木 照 子 160 1.12

株式数 交付対象者数

取締役（社外取締役と監査等委員を除く） 11,400株 ３名

社外取締役（監査等委員を除く） － －

監査等委員である取締役 － －

２. 会社の現況
(1) 株式の状況（2023年６月30日現在）

①　発行可能株式総数　　　　　22,380,000株

②　発行済株式の総数　　　　　14,404,400株

③　株主数　　　　　　　　　　　　 9,592名

④　大株主（上位11名）

（注）１. 持株数は千株未満を切り捨てております。

２. 持株比率は、小数点以下第３位を四捨五入しております。

３. 持株比率は、自己株式（69,202株）を控除して計算しております。

⑤　当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対して交付した株式の

状況

（注）当社の株式報酬の内容につきましては、「２．(3)⑤取締役の報酬等」に記載しております。

(2) 新株予約権等の状況

該当事項はありません。
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会社役員の状況

会社における地位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 鈴 木 　 教 義
金利精密工業股份有限公司董事
鈴木東新電子(香港)有限公司董事
鈴木東新電子(中山)有限公司董事

取 締 役 髙 山 　 　 章
常 務 執 行 役 員
PT.SUGINDO INTERNATIONAL取締役

取 締 役 青 木 　 栄 二

常 務 執 行 役 員 製 造 本 部 長
鈴木東新電子(香港)有限公司董事
鈴木東新電子(中山)有限公司董事
Ｓ＆Ｓコンポーネンツ株式会社取締役

取 締 役 日 隈 　 久 美 子 とどろき社会保険労務士法人代表社員

取締役（監査等委員・常勤） 吉 田 　 章 一 Ｓ＆Ｓコンポーネンツ株式会社監査役

取締役（監査等委員） 松 本 　 光 博

フ ィ ン ポ ー ト 会 計 グ ル ー プ 代 表
株式会社ニフコ社外取締役監査等委員
鈴木東新電子(中山)有限公司監察人
PT.SUGINDO INTERNATIONAL監査役

取締役（監査等委員） 河 辺 　 悠 介 い ち り ん 法 律 事 務 所 所 員

氏名 退任日 退任事由 退任時の地位・担当および重要な兼職の状況

横山　勝登 2022年9月29日 任期満了

専務執行役員管理本部長兼品質保証本部長

PT.SUGINDO INTERNATIONAL取締役

エスメディカル株式会社監査役

(3) 会社役員の状況

① 取締役の状況（2023年６月30日現在）

（注）１. 取締役日隈久美子氏ならびに取締役（監査等委員）松本光博氏および河辺悠介氏は、

社外取締役であります。

２. 取締役（監査等委員）松本光博氏および河辺悠介氏は、以下のとおり、財務および会

計ならびに法律に関する相当程度の知見を有するものであります。

・松本光博氏は、公認会計士および税理士の資格を有しております。

・河辺悠介氏は、弁護士の資格を有しております。

３. 当社は、情報収集の充実を図り、内部監査部門等との十分な連携を通じて監査の実効

性を高め、監査・監督機能を強化するために、吉田章一氏を常勤の監査等委員として

選定しております。

４. 当社は、取締役日隈久美子氏ならびに取締役（監査等委員）松本光博氏および取締役

（監査等委員）河辺悠介氏を東京証券取引所に独立役員として届け出ております。

５．事業年度中に退任した取締役

－ 12 －
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会社役員の状況

② 責任限定契約の内容の概要

　当社と社外取締役日隈久美子氏ならびに社外取締役（監査等委員）松本光

博氏および社外取締役（監査等委員）河辺悠介氏は、会社法第427条第１項

の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結

しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最

低責任限度額としております。

③　補償契約の内容の概要等

　　該当事項はありません。

④　役員等賠償責任保険契約に関する内容の概要

　　該当事項はありません。

⑤　取締役の報酬等

イ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等

　当社は、2022年８月９日開催の取締役会において、取締役の個人別の報

酬等の内容にかかる決定方針を決議しております。当該取締役会の決議に

際しては、あらかじめ決議する内容について指名・報酬委員会へ諮問し、

答申を受けております。

　また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等につい

て、報酬等の内容の決定方法および決定された報酬等の内容が取締役会で

決議された決定方針と整合していることや、指名・報酬委員会からの答申

が尊重されていることを確認しており、当該決定方針に沿うものであると

判断しております。

取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりです。

ａ．基本方針

当社の取締役の報酬は、経営方針に従い継続的かつ中長期的に企業価

値の向上を図るモチベーションとして十分に機能し、株主利益と連動し

た報酬体系とし、個々の取締役の報酬の決定に際しては株主総会の決議

により定められた報酬限度の範囲内において各職責を踏まえた適正な水

準とすることを基本方針とする。具体的には、取締役の報酬は、基本報

酬としての固定報酬、業績連動報酬としての賞与および非金銭報酬とし

ての株式報酬により構成する。

ｂ．基本報酬に関する方針

　（報酬等を与える時期または条件の決定に関する方針を含む。）

　各取締役の基本報酬は、月例の金銭報酬とし、役位、職責、在任年数

に応じて他社水準、当社の業績、従業員給与の水準等を考慮しながら、

総合的に勘案して妥当な水準を決定するものとする。

－ 13 －
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会社役員の状況

ｃ．業績連動報酬等に関する方針

　（報酬等を与える時期または条件の決定に関する方針を含む。）

　業績連動報酬等は、事業年度ごとの連結業績等に応じ、各取締役の重

点施策の推進状況を勘案して、算出された額を賞与として、毎年、一定

の時期に支給する。目標となる業績指標とその値は、初期設定後、適

宜、環境の変化に応じて指名・報酬委員会の答申を踏まえた見直しを行

うものとする。なお、 取締役の重点施策にはESG（環境・社会・ガバナ

ンス）等の非財務指標に関わる取組も含めるものとする。

ｄ．非金銭報酬等に関する方針

　（報酬等を与える時期または条件の決定に関する方針を含む。）

　非金銭報酬等は、株主価値増大への貢献意欲の向上、業績目標達成へ

のインセンティブの向上とともに自社株保有の促進を図るため譲渡制限

付株式とし、各事業年度の連結業績等に応じ、各取締役の役割および在

任期間等に基づき、毎年、一定の時期に交付する。目標となる業績指標

とその値は、初期設定後、適宜、環境の変化に応じて指名・報酬委員会

の答申を踏まえた見直しを行うものとする。

ｅ．報酬等の割合に関する方針

　各取締役の種類別の報酬割合については、当社と同程度の事業規模や

関連する業種・業態に属する企業をベンチマークとする報酬水準を踏ま

え、上位の役位ほど業績連動報酬のウエートが高まる構成とし、取締役

会が指名・報酬委員会に原案を諮問し、指名・報酬委員会において検討

を行う。取締役会は指名・報酬委員会の答申内容を尊重し，当該答申で

示された種類別の報酬割合の範囲内で取締役の個人別の報酬等の内容を

決定することとする。報酬等の種類ごとの割合の目安は、基本報酬を60

～75％、業績連動報酬等を15～30％、非金銭報酬等を5～15％（業績連

動報酬目標を100％達成した場合）とする。

ｆ．報酬等の内容についての決定に関する事項

　取締役の個人別の報酬額は、本方針に基づき各取締役の役割、貢献

度、業績等の評価に基づき、独立社外役員が議長となりかつ過半数を占

める指名・報酬委員会で審議し、取締役会へ意見具申をする。取締役会

はその意見具申を受けて、同委員会の審議内容に基づき取締役の個人別

の報酬等の内容を決定する。

－ 14 －
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会社役員の状況

役 員 区 分 支給人員
報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の額（千円）

固定報酬 業績連動報酬 非金銭報酬

取締役(監査等委員を除く）

（うち社外取締役）

５名
(１)

152,693
(4,400)

112,560
(3,600)

30,500
(800)

9,633
(－)

取締役(監査等委員）

（うち社外取締役）

３名
(２)

31,078
(17,058)

26,378

(14,858)

4,700

(2,200)

－
(－)

合計

（うち社外取締役）

８名
(３)

183,771
(21,458)

138,938

(18,458)

35,200

(3,000)

9,633
(－)

ロ．当事業年度に係る報酬等の総額

（注）１. 取締役には、使用人分給与は支給しておりません。

２. 取締役の報酬限度額は、2015年９月25日開催の第46期定時株主総会において、取

締役（監査等委員である取締役を除く）について年額２億円以内（ただし、使用

人分給与は含まない。）、取締役（監査等委員）について年額４千万円以内と決

議しております。当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除

く）の員数は４名、取締役（監査等委員）の員数は３名です。

また、金銭報酬とは別枠で、2020年９月25日開催の第51期定時株主総会におい

て、株式報酬の額として年額４千万円以内、株式数の上限を年５万株以内（社外

取締役および監査等委員である取締役は付与対象外）と決議しております。当該

株主総会終結時点の取締役（社外取締役および監査等委員である取締役を除く）

の員数は４名です。

３. 業績連動報酬は、毎期の業績向上を動機づけるため、連結業績および配当方針等

を考慮した一定の基準に基づき算出した額を役員賞与として、毎年一定の時期に

支給しております。当事業年度の役員賞与につきましては取締役（監査等委員で

ある取締役を除く）３名に対して29,700千円を支給いたします。

４．非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、割当ての際の条件等は、「イ．役員報

酬等の内容の決定に関する方針等」のとおりであります。また当事業年度におけ

る交付状況は「２．(1)⑤当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し

交付した株式の状況」に記載しております。

５．取締役(監査等委員を除く）の報酬等の総額には、2022年９月29日開催の第53期

定時株主総会終結の時をもって退任した取締役１名を含んでおります。なお、当

事業年度末日現在の会社役員の員数は、取締役(監査等委員を除く）４名（うち

社外取締役１名）および取締役（監査等委員）が３名（うち、社外取締役２名）

であります。

ハ．当事業年度において支払った役員退職慰労金

当社は、2013年９月27日開催の第44期定時株主総会終結の時をもって取

締役および監査役の役員退職慰労金制度を廃止し、同株主総会終結後引き

続いて在任する取締役および監査役に対しては、役員退職慰労金制度廃止

－ 15 －
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会社役員の状況

取締役会(14回開催) 監査等委員会(12回開催)

出 席 回 数 出 席 率 出席回数 出 席 率

取締役 日隈久美子 11回 100％ － －

取締役(監査等委員） 松本光博 14回 100％ 12回 100％

取締役(監査等委員） 河辺悠介 14回 100％ 12回 100％

までの在任期間に対応する役員退職慰労金を各氏の退任時に贈呈すること

を決議いたしております。これに基づき、当事業年度中に退任した取締役

（監査等委員を除く）１名に対し14,540千円の役員退職慰労金を支給して

おります。

⑥　社外役員に関する事項

イ．他の法人等の重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係

・取締役日隈久美子氏は、とどろき社会保険労務士法人代表社員でありま

す。当社ととどろき社会保険労務士法人との間には特別の取引関係はあり

ません。

・取締役(監査等委員)松本光博氏は、フィンポート会計グループ代表およ

び株式会社ニフコ社外取締役監査等委員および鈴木東新電子（中山）有限

公司監察人ならびにPT.SUGINDO INTERNATIONAL監査役であります。当社と

フィンポート会計グループおよび株式会社ニフコとの間には特別の取引関

係はありません。鈴木東新電子（中山）有限公司およびPT.SUGINDO 

INTERNATIONALは当社の海外子会社であり、両社との間には営業取引関係が

あります。

・取締役(監査等委員)河辺悠介氏は、いちりん法律事務所所員でありま

す。当社といちりん法律事務所との間には特別の取引関係はありません。

ロ．当事業年度における主な活動状況

・取締役会および監査等委員会への出席状況

（注）取締役日隈久美子氏は、2022年９月29日開催の第53期定時株主総会において就任さ

れたため、取締役会の開催回数が他の社外役員とは異なります。

・取締役会および監査等委員会における発言状況および社外取締役に期待

される役割に関して行った職務の概要

　　取締役日隈久美子氏は、社会保険労務士また経営コンサルタントとし

ての専門的見地から取締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・

適正性を確保するための発言を行っております。また、取締役会におい

て、主に当社の経営全般のアドバイス等について適宜、必要な発言を行

っており、当社経営の透明性・公正性の確保および向上に重要な役割を

果たしております。

－ 16 －
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会社役員の状況

　　取締役(監査等委員）松本光博氏は、公認会計士としての専門的見地か

ら取締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保する

ための発言を行っております。また、監査等委員会において、主に当社

の経理ならびに内部監査について適宜、必要な発言を行っております。

この他、同氏は当社の任意の諮問機関である指名・報酬委員会の委員と

して、取締役の指名、報酬案について意見具申を行い、当社経営の透明

性・公正性の確保および向上に重要な役割を果たしております。

　　取締役(監査等委員）河辺悠介氏は、弁護士として法律に関する専門的

な知識と経験から、取締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・

適正性を確保するための発言を行っております。また、監査等委員会に

おいて、主に監査結果についての意見交換等、専門的見地から適宜、必

要な発言を行っております。この他、同氏は当社の任意の諮問機関であ

る指名・報酬委員会の委員長として、取締役の指名、報酬案について審

議を主導し、委員会としての案をとりまとめて取締役会に答申し、当社

経営の透明性・公正性の確保および向上に重要な役割を果たしておりま

す。
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会計監査人の状況

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 33,800千円

当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他
の財産上の利益の合計額

39,270千円

(4) 会計監査人の状況

① 名称　　　EY新日本有限責任監査法人

② 報酬等の額

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法

に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんの

で、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況および報酬

見積りの算出根拠などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計

監査人の報酬等の額について妥当と認め、同意の判断をいたしました。

３．当社の重要な子会社のうち、鈴木東新電子(中山)有限公司、鈴木東新電子(香港)有限

公司、PT.SUGINDO INTERNATIONALについては、当社の会計監査人以外の監査法人（外国

におけるこれらの資格に相当する資格を有する者を含む。）の監査を受けております。

③ 非監査業務の内容

該当事項はありません。

④ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある等、その必要が

あると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再

任に関する議案の内容を決定いたします。

　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当する

と認められる場合は、監査等委員会は監査等委員全員の同意に基づき、会

計監査人を解任します。この場合、監査等委員会が選定した監査等委員

は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨

およびその理由を報告いたします。

⑤ 責任限定契約の内容の概要

該当事項はありません。
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連結貸借対照表

（2023年６月30日現在） （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

電 子 記 録 債 権

売 掛 金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原材料及び貯蔵品

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

工具、器具及び備品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

出 資 金

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

会 員 権

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

15,422,824

4,499,782

19,102

583,361

5,355,959

411,213

1,948,603

1,427,641

1,177,160

19,005,741

17,063,782

9,799,055

4,506,237

331,539

2,012,339

414,610

101,588

101,348

240

1,840,370

1,512,496

4,485

5,983

157,812

29,420

131,231

△1,060
　

流 動 負 債 7,797,941

買 掛 金 4,072,355

短 期 借 入 金 1,108,814

１ 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 636,520

契 約 負 債 217,486

未 払 金 582,980

未 払 法 人 税 等 551,878

未 払 消 費 税 等 72,301

賞 与 引 当 金 135,720

役 員 賞 与 引 当 金 35,200

そ の 他 384,684

固 定 負 債 3,078,597

長 期 借 入 金 1,780,900

長 期 未 払 金 344,470

退職給付に係る負債 945,760

そ の 他 7,466

負 債 合 計 10,876,539

純 資 産 の 部

株 主 資 本 22,033,187

資 本 金 2,442,450

資 本 剰 余 金 2,214,824

利 益 剰 余 金 17,442,810

自 己 株 式 △66,897

その他の包括利益累計額 879,459

その他有価証券評価差額金 775,719

為替換算調整勘定 96,857

退職給付に係る調整累計額 6,882

非 支 配 株 主 持 分 639,379

純 資 産 合 計 23,552,026

資 産 合 計 34,428,566 負 債 ・ 純 資 産 合 計 34,428,566

連 結 貸 借 対 照 表

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書

(2022年７月１日から
2023年６月30日まで)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 26,374,322

売 上 原 価 21,017,666

売 上 総 利 益 5,356,656

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,205,353

営 業 利 益 3,151,303

営 業 外 収 益

受 取 利 息 5,516

受 取 配 当 金 10,041

受 取 賃 貸 料 8,156

ス ク ラ ッ プ 売 却 益 10,988

為 替 差 益 127,750

そ の 他 27,330 189,783

営 業 外 費 用

支 払 利 息 43,083

寄 付 金 60,469

そ の 他 1,000 104,552

経 常 利 益 3,236,534

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 14,652

投 資 有 価 証 券 売 却 益 86,966 101,619

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 12,257

固 定 資 産 除 却 損 21,037 33,295

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 3,304,858

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,041,562

法 人 税 等 調 整 額 6,481 1,048,044

当 期 純 利 益 2,256,813

非支配株主に帰属する当期純利益 300,077

親会社株主に帰属する当期純利益 1,956,736

連 結 損 益 計 算 書

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表

（2023年６月30日現在） （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

電 子 記 録 債 権

売 掛 金

製 品

仕 掛 品

原材料及び貯蔵品

前 払 費 用

短 期 貸 付 金

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 輌 運 搬 具

工具、器具及び備品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

電 話 加 入 権

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

出 資 金

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

会 員 権

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

10,863,524

2,367,066

19,102

583,361

2,929,109

155,173

1,455,327

873,377

18,769

1,962,500

277,358

561,002

△338,624

16,695,579

14,492,019

8,570,323

662,215

2,901,305

26,589

254,225

1,777,412

299,949

59,018

58,778

240

2,144,540

1,512,496

431,604

4,460

5,272

87,820

29,420

74,524

△1,060
　

流 動 負 債 2,930,489

買 掛 金 1,067,304

１年内返済予定の長期借入金 636,520

契 約 負 債 184,105

未 払 金 340,932

未 払 費 用 146,563

未 払 法 人 税 等 306,473

預 り 金 127,797

賞 与 引 当 金 85,591

役 員 賞 与 引 当 金 35,200

固 定 負 債 3,069,271

長 期 借 入 金 1,780,900

退 職 給 付 引 当 金 944,854

長 期 未 払 金 336,050

資 産 除 去 債 務 7,466

負 債 合 計 5,999,760

純 資 産 の 部

株 主 資 本 20,783,623

資 本 金 2,442,450

資 本 剰 余 金 2,448,161

資 本 準 備 金 2,446,873

その他資本剰余金 1,288

利 益 剰 余 金 15,959,908

利 益 準 備 金 115,000

その他利益剰余金 15,844,908

別 途 積 立 金 6,250,000

繰越利益剰余金 9,594,908

自 己 株 式 △66,897

評価・換算差額等 775,719

その他有価証券評価差額金 775,719

純 資 産 合 計 21,559,342

資 産 合 計 27,559,103 負 債 ・ 純 資 産 合 計 27,559,103

貸　借　対　照　表

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

(2022年７月１日から
2023年６月30日まで)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 14,568,147

売 上 原 価 11,411,591

売 上 総 利 益 3,156,556

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,493,267

営 業 利 益 1,663,288

営 業 外 収 益

受 取 利 息 22,950

受 取 配 当 金 296,701

為 替 差 益 78,147

業 務 受 託 料 130,000

受 取 賃 貸 料 7,844

貸 倒 引 当 金 戻 入 15,877

そ の 他 20,247 571,770

営 業 外 費 用

支 払 利 息 780

寄 付 金 60,469 61,249

経 常 利 益 2,173,809

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 3,622

投 資 有 価 証 券 売 却 益 86,966

関 係 会 社 株 式 売 却 益 90 90,679

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 11,877

固 定 資 産 除 却 損 20,520 32,397

税 引 前 当 期 純 利 益 2,232,091

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 617,171

法 人 税 等 調 整 額 10,101 627,273

当 期 純 利 益 1,604,817

損　益　計　算　書

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 野 水 善 之

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 大 野 祐 平

独　立　監　査　人　の　監　査　報　告　書
2023年８月９日

株式会社鈴木
取締役会　御中

　　　　EY新日本有限責任監査法人
　　　　　松 　本 　事 　務 　所

監査意見

　当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、株式会社鈴木の

２０２２年７月１日から２０２３年６月３０日までの連結会計年度の連結計

算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動

計算書及び連結注記表について監査を行った。

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社鈴木及び連結子会社からな

る企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての

重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に

準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計

算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我

が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当

監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判

断している。

その他の記載内容

　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任

は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の

責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の

職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容

は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明する

ものではない。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に係る会計監査報告

　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通

読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法

人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ

と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆

候があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りが

あると判断した場合には、その事実を報告することが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これに

は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが

含まれる。

　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連

結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役

の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計

算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的

な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意

見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性

があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を

与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従っ

て、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心

を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、

重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続

の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十

分かつ適切な監査証拠を入手する。
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連結計算書類に係る会計監査報告

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明する

ためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応

じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す

る。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者に

よって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を

評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であ

るかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な

疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められ

るかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起す

ること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でな

い場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求めら

れている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できな

くなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注

記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類

が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財

務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算

書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、

単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、

監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見

事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業

倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると

合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガ

ードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計

士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　　上
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計算書類に係る会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 野 水 善 之

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 大 野 祐 平

独　立　監　査　人　の　監　査　報　告　書
2023年８月９日

株式会社鈴木
取締役会　御中

　　　　EY新日本有限責任監査法人
　　　　　松 　本 　事 　務 　所

監査意見

　当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、株式会社

鈴木の２０２２年７月１日から２０２３年６月３０日までの第５４期事業年

度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書

及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）につ

いて監査を行った。

　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び

損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に

準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書

類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が

国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見

表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任

は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の

責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の

職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は

含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するも

のではない。

計算書類に係る会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告

　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読

し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が

監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、ま

た、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があ

るかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りが

あると判断した場合には、その事実を報告することが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、

不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算

書類等を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般

に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役

の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書

類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な

保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を

表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があ

り、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与える

と合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従っ

て、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心

を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、

重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続

の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十

分かつ適切な監査証拠を入手する。
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計算書類に係る会計監査報告

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するた

めのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じ

た適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す

る。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者に

よって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を

評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切である

かどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑

義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められる

かどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ

る場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起するこ

と、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合

は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる

可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記

事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎

となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、

監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見

事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業

倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると

合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガ

ードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
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監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書

当監査等委員会は、2022年７月１日から2023年６月30日までの第54期事

業年度における取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法

及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１. 監査の方法及びその内容

　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項

に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制

（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の

状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明す

るとともに、下記の方法で監査を実施しました。

① 監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の指

針、職務の分担等に従い、内部監査室と連携の上、取締役会、各部

門経営会議その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からそ

の職務の執行について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要

な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財

産の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締

役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子

会社から事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施してい

るかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、

会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するため

の体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関

する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従っ

て整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、

計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記

表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計

算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしまし

た。

監査等委員会の監査報告

－ 29 －
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監査等委員会の監査報告

２. 監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違

反する重大な事実は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認

めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容

及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められま

せん。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当で

あると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当で

あると認めます。

2023年８月10日

株 式 会 社 鈴 木 　 監 査 等 委 員 会

常勤監査等委員 吉 田 章 一 ㊞

監 査 等 委 員 松 本 光 博 ㊞

監 査 等 委 員 河 辺 悠 介 ㊞

（注）　監査等委員松本光博氏及び監査等委員河辺悠介氏は、会社法第２条

第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以　上

－ 30 －
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剰余金処分の件

株主総会参考書類

第１号議案　剰余金処分の件

　当社は事業拡大による企業価値の向上を最重要施策に位置付けるとともに、

株主の皆様への利益還元を経営上の重要課題と考えております。また、おかげ

さまで当社は、2023年６月９日に創立90周年を迎えました。つきましては、こ

れまでの株主の皆様のご支援にお応えするため、普通配当25円に記念配当５円

を加え、当期の期末配当は１株につき30円とさせていただきたいと存じます。

期末配当に関する事項

① 配当財産の種類

金銭といたします。

② 配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式　１株につき金30円（普通配当25円、記念配当５円）

配当総額は430,055,940円

③ 剰余金の配当が効力を生じる日

2023年９月29日

－ 31 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

候 補 者

番 号

ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名

（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当

（重要な兼職の状況）

所 有 す る

当社の株式数

１

すず

鈴
き

木　
のり

教
よし

義

(1961年７月５日生)

1982年３月 当社入社
1987年８月 当社取締役企画室長
1989年７月 当社取締役生産統轄本部長
1991年５月 当社代表取締役社長（現任）

370,340株

【重要な兼職の状況】

金利精密工業股份有限公司董事、鈴木東新電子(香港)有限公司董事

鈴木東新電子(中山)有限公司董事

【選任理由】
鈴木教義氏を取締役候補者とした理由は、同氏は、1991年５月に当社代表取締役社
長に就任以来、代表取締役としての職責を果たし、経営全般およびグローバル事業
等を牽引し、強いリーダーシップを発揮して企業価値の持続的向上に努めて参りま
した。その実績、能力、また企業経営者としての豊富な経験をもち、人格、見識と
も優れていることから、引き続き取締役として選任をお願いするものです。

【当社との特別の利害関係】
当社と同氏との間には、特別の利害関係はありません。

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

　取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）全
員(４名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。
　つきましては、経営体制強化のため２名を増員し、取締役６名の選任をお願
いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、当社の監査等委員会は、全ての取締役候補者
について適任であると判断しております。
取締役候補者は次のとおりであります。

－ 32 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

候 補 者

番 号

ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名

（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当

（重要な兼職の状況）

所 有 す る

当社の株式数

２

たか

髙
やま

山　　
あきら

章

(1957年９月８日生)

1980年３月 当社入社
2003年１月 当社金型製造副部長
2004年１月 当社金型製造部長
2004年９月 当社取締役金型製造部長
2009年１月 当社取締役部品製造部長兼モールド製造部管掌
2010年１月 当社取締役技術開発部長
2011年７月 当社取締役技術開発部長兼生産システム製造部管掌
2014年７月 当社取締役金型製造部長兼技術開発部管掌
2015年９月 当社執行役員金型製造部長
2016年９月 当社取締役常務執行役員製造本部長兼金型製造部長
2018年１月 当社取締役常務執行役員製造本部長
2019年９月 当社取締役常務執行役員営業本部長
2021年５月 PT.SUGINDO INTERNATIONAL代表取締役社長
2021年５月 PT.GLOBAL TEKNINDO BERKATAMA代表取締役社長
2021年５月 当社取締役常務執行役員（現任）
2022年９月 PT.SUGINDO INTERNATIONAL取締役（現任）

16,300株

【重要な兼職の状況】
PT.SUGINDO INTERNATIONAL取締役

【選任理由】
髙山章氏を取締役候補者とした理由は、同氏は主に金型製造・管理に携わった後、
2004年９月より取締役として金型製造部門を管掌、2016年９月より取締役常務執行
役員として社長を補佐し、主に、製造部門のエキスパートとして、当社および当社
グループ会社の企業価値の向上に貢献しております。2021年５月より、インドネシ
アの子会社の最高経営責任者として経営を担っており、その実績、能力、豊富な経
験とともに人格、見識とも優れていることから、引き続き取締役として選任をお願
いするものです。

【当社との特別の利害関係】
当社と同氏との間には、特別の利害関係はありません。

３

あお

青
き

木
 

　
えい

栄
じ

二

(1964年３月22日生)

1982年３月 当社入社
2009年１月 当社金型製造部副部長
2010年１月 当社金型製造部部長
2011年７月 鈴木東新電子(香港)有限公司董事およ

び鈴木東新電子(中山)有限公司董事
（現任）

2011年７月 同社総経理
2016年１月 Ｓ＆Ｓコンポーネンツ㈱取締役製造部長兼生産管理部長
2017年10月 当社執行役員製造本部部品製造部長
2019年９月 当社取締役執行役員製造本部長
2021年５月 S＆Sコンポーネンツ㈱取締役(現任）
2021年９月 当社取締役常務執行役員製造本部長(現任）

19,300株

【重要な兼職の状況】
鈴木東新電子(香港)有限公司董事、鈴木東新電子(中山)有限公司董事
Ｓ＆Ｓコンポーネンツ㈱取締役

【選任理由】
青木栄二氏を取締役候補者とした理由は、同氏は2019年９月より取締役執行役員と
して社長を補佐し、主に、製造部門のエキスパートとして当社および当社グループ
会社の企業価値の向上に貢献しております。その実績、能力、豊富な経験とともに
人格、見識とも優れていることから、引き続き取締役として選任をお願いするもの
です。

【当社との特別の利害関係】
当社と同氏との間には、特別の利害関係はありません。

－ 33 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

候 補 者

番 号

ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名

（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当

（重要な兼職の状況）

所 有 す る

当社の株式数

４

　※
お

小
がわ

川　
きよ

清
ひさ

久

(1972年11月6日生)

1993年４月 当社入社
2006年７月 当社金型製造部生産管理課長
2008年７月 S&Sコンポーネンツ㈱業務部業務課長
2014年１月 当社総務部総務課長
2017年１月 当社管理本部総務部副部長兼総務課長
2018年１月 当社管理本部総務部長
2020年９月 当社執行役員管理本部総務部部長兼施

設管理課長
2022年９月 当社執行役員管理本部長兼総務部長

（現任）

8,700株

【重要な兼職の状況】

 重要な兼職はありません。
【選任理由】
小川清久氏を取締役候補者とした理由は、同氏は2020年９月より執行役員として社
長を補佐し、主に、総務部門のエキスパートとして当社および当社グループ会社の
企業価値の向上に貢献しております。その実績、能力、豊富な経験とともに人格、
見識とも優れていることから、今般、取締役候補者といたしました。

【当社との特別の利害関係】
当社と同氏との間には、特別の利害関係はありません。

５

　※
なか

中
じま

島　
よし

慶
あき

昭

(1979年３月20日生)

2001年４月 当社入社
2012年７月 当社営業部部品営業一課長
2018年７月 当社営業本部営業部副部長兼部品営業

一課長
2019年７月 当社営業本部営業部長
2021年５月 当社執行役員営業本部長
2022年３月 当社執行役員営業本部長兼営業部長兼

ビジネス推進課長
2022年７月 当社執行役員営業本部長兼営業部長

（現任）

-株

【重要な兼職の状況】

 重要な兼職はありません。
【選任理由】
中島慶昭氏を取締役候補者とした理由は、同氏は2021年５月より執行役員として社
長を補佐し、営業部門のエキスパートとして当社および当社グループ会社の企業価
値の向上に貢献しております。その実績、能力、豊富な経験とともに人格、見識と
も優れていることから、今般、取締役候補者といたしました。

【当社との特別の利害関係】
当社と同氏との間には、特別の利害関係はありません。

－ 34 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

候 補 者

番 号

ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名

（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当

（重要な兼職の状況）

所 有 す る

当社の株式数

６

ひの

日
くま

隈　
く

久
み

美
こ

子

(1970年11月23日生)

1993年４月 全日本空輸株式会社入社
1995年８月 全日本空輸株式会社退社
2005年２月 アルファコンサルティングオフィス(社

会保険労務士事務所）入社
2008年11月 アルファコンサルティングオフィス退社
2008年12月 労務プランニング井下事務所（社会保

険労務士事務所）入社
2009年４月 労務プランニング井下事務所退社
2009年７月 ひのくま社会保険労務士事務所所長
2019年５月 とどろき社会保険労務士法人代表社員

（現任）
2022年９月 当社社外取締役（現任）

-株

【重要な兼職の状況】

 とどろき社会保険労務士法人代表社員
【選任理由および期待される役割の概要】
日隈久美子氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏は人事労務管理について豊富
な知見を有しており、当該知見を活かして特に労務管理面について専門的な観点か
ら当社の業務執行に対する監督、助言等をいただくことを期待したためであります。

【当社との特別の利害関係】
当社と同氏との間には、特別の利害関係はありません。

（注）１．※印は、新任の取締役候補者であります。

２．日隈久美子氏は、社外取締役候補者であります。

３．日隈久美子氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、同氏の社外取締役の在任期

　間は、本総会終結の時をもって１年となります。

４．当社は日隈久美子氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第

　１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責

　任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としており、日隈久美子氏の再任が承認さ

　れた場合は、同氏との当該契約を継続する予定であります。

５．当社は、日隈久美子氏氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同

　取引所に届け出ております。なお、同氏の再任が承認された場合には、引き続き独立役

　員とする予定であります。
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監査等委員である取締役３名選任の件

候補者
番　号

ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位、担当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所 有 す る

当社の株式数

１

※

ほん

本
 

　
ま

間　
ひろ

浩
 

　
まさ

正

(1963年２月３日)

1985年３月　当社入社
2009年１月　当社部品製造部特品生産課長
2009年７月　当社金型製造部技術一課長
2011年７月　当社金型製造部副部長兼技術課長
2012年１月　当社金型製造部副部長
2014年４月　PT. SUGINDO INTERNATIONAL
　　　　　　代表取締役社長
2018年１月　当社管理本部経理部長(現任）

11,500株

【重要な兼職の状況】

Ｓ＆Ｓアドバンストテクノロジーズ㈱監査役

【選任理由】
本間浩正氏を取締役候補者とした理由は、同氏は当社の製造業務、海外子会社業務、経
理業務など多様で豊富な知見を有しており、引き続き当該知見を活かし、特に経理関連
について専門的な観点から取締役の職務執行に対する監督、助言等いただくことを期待
したためであります。

２

まつ

松　
もと

本　
みつ

光　
ひろ

博
(1969年５月７日)

1992年10月　青山監査法人入所
1996年４月　公認会計士登録
1999年10月　公認会計士・松本会計事務所設立所長
2008年９月　当社社外監査役
2014年８月　㈱放電精密加工研究所社外監査役
2015年９月　当社社外取締役〔監査等委員〕(現任）
2019年５月　㈱放電精密加工研究所社外取締役〔監査等委員〕
2019年６月　㈱ニフコ社外監査役
2021年６月　㈱ニフコ社外取締役〔監査等委員〕(現任）
2021年10月　フィンポート会計グループ設立代表（現任）

-株

【重要な兼職の状況】

フィンポート会計グループ代表、㈱ニフコ社外取締役〔監査等委員〕、鈴木東新

電子(中山)有限公司監察人、PT.SUGINDO INTERNATIONAL監査役

【選任理由および期待される役割の概要】
松本光博氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏は公認会計士および税理士として
財務・会計および税務に精通し、またコンサルティング会社の代表取締役社長とし
て、経営に関する高い知識を有しており、引き続き当該知見を活かし、特に財務・会
計について専門的な観点から取締役の職務執行に対する監督、助言等いただくことを
期待したためであります。また、同氏が選任された場合は、指名・報酬委員として当
社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与いただ
く予定です。

第３号議案　監査等委員である取締役３名選任の件

　監査等委員である取締役全員(３名）は、本総会終結の時をもって任期満了と

なりますので、監査等委員である取締役３名の選任をお願いするものでありま

す。

　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。

　監査等委員である取締役の候補者は次のとおりであります。
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監査等委員である取締役３名選任の件

候補者
番　号

ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位、担当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所 有 す る
当社の株式数

３

かわ

河　
べ

辺　
ゆう

悠　
すけ

介

(1977年８月15日)

2009年12月　第二東京弁護士会登録
2009年12月　弁護士法人むらかみ入所
2012年２月　長野県弁護士会登録
2012年３月　河辺法律事務所設立所長
2012年９月　当社補欠監査役
2017年９月　当社社外取締役〔監査等委員〕(現任）
2019年６月　いちりん法律事務所へ移籍（現任）

-株

【重要な兼職の状況】

いちりん法律事務所所員

【選任理由および期待される役割の概要】
河辺悠介氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏は弁護士としての専門的な知識と幅
広い経験を有しており、引き続き当該知見を活かし、特に企業法務について専門的な観
点から取締役の職務執行に対する監督、助言等いただくことを期待したためでありま
す。また、同氏が選任された場合は、指名・報酬委員として当社の役員候補者の選定や
役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与いただく予定です。

（注）１．※印は、新任の候補者であります。

　　　２．各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

３．松本光博氏および河辺悠介氏は、社外取締役候補者であります。

４．松本光博氏および河辺悠介氏は、現在、当社の監査等委員である社外取締役で

ありますが、松本光博氏の在任期間は、本総会終結の時をもって８年、河辺悠介

氏の在任期間は、本総会終結の時をもって６年となります。なお、松本光博氏

は、過去に当社の業務執行者でない役員（社外監査役）であったことがあります。

５．当社は松本光博氏および河辺悠介氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基

づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当

該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低責任限

度額としており、両氏の再任が承認された場合は、両氏との当該契約を継続する

予定であります。

６．当社は、松本光博氏および河辺悠介氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役

員として指定し、同取引所に届け出ております。両氏の再任が承認された場合に

は、引き続き両氏を独立役員とする予定であります。
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補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名

（生 年 月 日）

略 歴
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所 有 す る
当社の株式数

こ

小 
ばやし

林  
きよ

清 
もと

素

(1970年２月６日)

2003年12月　中野プラスチック工業㈱入社
2005年６月　同社取締役
2005年６月　中野精工(香港)有限公司董事総経理
2010年１月　同社専務取締役
2014年６月　同社代表取締役社長（現任）
2016年11月　アズビル太信㈱代表取締役副社長
2018年６月　中野精工(香港)有限公司董事長（現任）
2022年６月　アズビル太信㈱代表取締役社長（現任）

-株

【重要な兼職の状況】

中野プラスチック工業㈱代表取締役社長、アズビル太信㈱代表取締役社長

中野精工(香港)有限公司董事長

【選任理由および期待される役割の概要】

小林清素氏を補欠の社外取締役候補者とした理由は、同氏は会社経営者として豊富な経

験と幅広い見識を有しており、当該知見を活かし、特に経営全般について、専門的な観

点から取締役の職務執行に対する監督、助言等いただくことを期待したためでありま

す。また、同氏が選任された場合は、指名・報酬委員として当社の役員候補者の選定や

役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与いただく予定です。

第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

　法令に定める監査等委員である取締役の員数を欠くことになる場合に備え、

補欠の監査等委員である取締役１名の選任をお願いするものであります。

　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。

　補欠の監査等委員である取締役の候補者は次のとおりであります。

（注）１．小林清素氏は、中野プラスチック工業㈱代表取締役社長であります。同社は当

社の取引先ですが、年間取引額は、当社および同社のいずれから見ても、それ

ぞれの売上高の１％未満であり、僅少であります。アズビル太信㈱および中野

精工(香港)有限公司と当社の間には特別の取引関係はありません。

２．小林清素氏は、補欠の社外取締役候補者であります。

３．小林清素氏が監査等委員である取締役に就任した場合には、会社法第427条第

１項の規定に基づき、同法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度とし

て同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を当社と同氏の間で締結

する予定であります。

４．小林清素氏が監査等委員である取締役に就任した場合には、当社は同氏を東京

証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出る予定で

あります。

以　上
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地図

株主総会会場ご案内図

会場　長野県須坂市大字須坂1295番地１
須坂市シルキーホール　３階　第１ホール

電話　026-215-2225
交通　○長野電鉄須坂駅から徒歩約１分

○須坂長野東ICより約１５分
（車でお越しの株主様は近くの長野電鉄須坂駅前パーキング
をご利用ください。）
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